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わたくしたちは

公共的使命を自覚し

心のこもった

最高最良の医療を提供します

標榜診療科一覧

基本理念 基本方針

内 科
肝 臓 内 科
血 液 内 科
感 染 症 内 科
心 療 内 科
精 神 科

呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
腫 瘍 内 科
内分泌・糖尿病内科
緩 和ケア内科

小 児 科
外 科
消 化 器 外 科
乳 腺 外 科
内 分 泌 外 科
大 腸 外 科
肛 門 外 科

肝 臓 外 科
胆 の う 外 科
膵 臓 外 科
食 道 外 科
胃 腸 外 科
整 形 外 科
リハビリテーション科

脳 神 経 外 科
呼 吸 器 外 科
心臓血管外科
小 児 外 科
皮 膚 科
泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科
耳 鼻 咽 喉 科
放 射 線 科
病 理 診 断 科
救 急 科
麻 酔 科
歯 科

1. 患者さんの権利　個人情報を保護し　患者さんの立場に立った医療を行います
2. 十分な説明と同意による信頼関係のもとに　患者さんが満足できる医療を行います
3. 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし　安全管理を徹底します
4. 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得し　あわせて温かい心を持つ医療人をめざします
5. 地域における役割を自覚し　地域の医療機関とともにその責務を果たします
6. 合理的かつ効率的な病院経営に努めます

広報誌「輪」編集長

髙 島　健

　今年は桜の花を例年より長く楽しめました。来年はいつもながらの花見が楽しめる世の中になっ
て欲しいものです。今号では乳がんや肥満診療チームを特集しました。乳がんは女性の生涯のうち
9人に1人がなるとは驚きです。肥満も乳がんのリスクを上げるようです。美味しい食べ物がたくさ
んありますので、ついつい食べ過ぎてしまいます。過ごしやすい季節になりましたので、新緑を楽し
みながら少し運動を始めてみませんか。
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お世話になりました
内 科
心 療 内 科
内分泌代謝・糖尿病内科
内分泌代謝・糖尿病内科
内分泌代謝・糖尿病内科
呼 吸 器 内 科
呼 吸 器 内 科
呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
消 化 器 内 科
消 化 器 内 科
消 化 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
小 児 科
小 児 科
外 科
外 科
外 科
整 形 外 科
整 形 外 科
小 児 外 科

中 村　綸 杜
権 藤　元 治
河 野　倫 子
吉 村 　 將
小 笠 原　諒
井 上　孝 治
有 村　豪 修
中 島　紀 将
丸 岡　浩 人
松 口　崇 央
丸 山 　 薫
横 山 　 梓
平 山 雅 大
渋 谷　優 介
渡 辺　ゆ か
泊　由 里 子
武 居 　 晋
中 村 　 聡
小 佐 井　孝 彰
前 田　向 陽
金 江 　 剛
大 森　淳 子

レジデント
部 長
部 長
副 部 長
レジデント
主 任 部 長
部 長
レジデント
部 長
部 長
副 部 長
嘱 託 医
レジデント
レジデント
副 部 長
レジデント
部 長
部 長
レジデント
副 部 長
副 部 長
部 長

皮 膚 科
皮 膚 科
泌 尿 器 科
泌 尿 器 科
産 婦 人 科
産 婦 人 科
産 婦 人 科
産 婦 人 科
産 婦 人 科
耳 鼻 咽 喉 科
放 射 線 科
放 射 線 科
放 射 線 科
放 射 線 科
麻 酔 科
麻 酔 科
内 科
内 科
内 科
内 科
内 科
内 科

武 　 信 肇
河 村　耕 治
中 村　友 哉
和 田　大 和
田 中　久 美 子
中 山　紗 千
井 町　佑 三
田 口　裕 樹
眞 鍋　有 紀 子
田 中　康 隆
前 村　大 将
久 貝　美 由 紀
岩 政　理 花
廣 瀨　華 子
平 森　朋 子
宮 脇　順 子
池 田　彩 華
今 村　汐 里
添 田　亜 友
鋤 柄　文 香
友 成　悠 夏
山 田　健 太 郎

部 長
レジデント
副 部 長
レジデント
部 長
副 部 長
副 部 長
副 部 長
レジデント
副 部 長
部 長
副 部 長
副 部 長
レジデント
部 長
部 長
研 修 医
研 修 医
研 修 医
研 修 医
研 修 医
研 修 医

令和3年度 退職医師

北九州市  時と風の博物館
若松区グリーンパーク  青いネモフィラの丘
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乳
が
ん
は
、
女
性
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
が
ん

の
一
つ
で
、
日
本
人
女
性
の
9
人
に
１
人
が
生
涯

の
う
ち
に
乳
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
年
間
3
0
0
例
ほ
ど
の
乳
が
ん
手
術

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
早
期
が
ん
で
あ
る

非
浸
潤
が
ん（
0
期
）の
占
め
る
割
合
は
約
15
％
、

浸
潤
が
ん
で
も
2
c
m
以
下
で
リ
ン
パ
節
転
移
の

な
い
が
ん（
I
期
）を
あ
わ
せ
る
と
全
体
の
約

60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
進
行
が

ん
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
に
検

診
受
診
率
を
上
げ
、
早
期
発
見
を
目
指
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
の
治
療
法
に
は
、
手
術
、
放
射
線
治

療
、
薬
物
療
法（
化
学
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、

分
子
標
的
治
療
）が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
適
宜
組

み
合
わ
せ
て
治
療
し
ま
す
。
手
術
を
最
初
に
行

う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
進
行
度
に
よ
っ
て
は
、

薬
物
療
法
が
適
し
て
い
る
場
合
や
、
先
に
薬
物

療
法
で
が
ん
を
小
さ
く
し
て
か
ら
手
術
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
乳
が
ん
の
手
術
に
は
、
乳
房
部
分
切
除
術
と

乳
房
全
切
除
術
が
あ
り
、
乳
が
ん
が
小
さ
け
れ

ば
、
乳
房
部
分
切
除
術
が
で
き
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
リ
ン
パ
節
転
移
の
有
無
は
術
前
検

査
で
は
正
確
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
術
中

に
、
リ
ン
パ
管
に
入
っ
た
が
ん
細
胞
が
最
初
に
到

達
し
最
も
転
移
の
可
能
性
が
高
い
リ
ン
パ
節（
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
）を
調
べ
て
、
リ
ン
パ
節
郭

清
を
行
う
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
ま
す
。
当
院
で

の
乳
房
温
存
率
は
約
40
％
で
、
術
前
検
査
で
明

ら
か
な
リ
ン
パ
節
転
移
が
な
い
場
合
に
は
、
セ
ン

チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
の
薬
物
療
法
は
、
化
学
療
法
、
ホ
ル

モ
ン
療
法
、
分
子
標
的
治
療
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

使
用
す
る
薬
剤
の
種
類
や
使
い
方
は
、
が
ん
の
タ

イ
プ
や
投
与
時
期
、目
的
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

が
ん
組
織
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
ホ
ル
モ
ン
療
法

や
分
子
標
的
治
療
な
ど
効
果
が
期
待
で
き
る
薬

剤
を
選
ん
で
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
て
お
り
、
腫
瘍
内
科
医
、
看
護
師
、
薬

剤
師
と
主
治
医
が
協
同
し
て
、
抗
が
ん
剤
や
分

子
標
的
治
療
薬
の
安
全
な
投
与
と
副
作
用
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン
療
法
で
は
、

地
域
の
多
く
の
医
療
機
関
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
長
期
間
の
治
療
を
確
実
に
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
診
療
に
お
い
て
は
、
多
職
種
で
の
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
院
に
は
乳
が
ん
専
門
医

を
は
じ
め
多
く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
お

り
、
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
検
査
・

治
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
乳

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
す
で
に
腫
瘤
を
自

覚
し
て
い
る
方
、
2
年
以
上
検
診
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
、
遺
伝
的
な
素
因
に
よ
り
乳
が
ん
が
発

症
し
や
す
い
体
質
を
持
っ
て
い
る
方
、
検
診
要
精

査
と
な
っ
た
方
な
ど
へ
は
特
に
速
や
か
な
受
診
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
診
断
精
度
の
さ
ら
な

る
向
上
の
た
め
に
、
医
師
・
技
師
間
で
よ
く
情

報
共
有
し
な
が
ら
診
断
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
が
ん
を
早
く
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
治
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
今
後
も
乳
が
ん
の
正

確
な
診
断
と
、
適
切
な
治
療
を
継
続
的
に
提
供

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、
女
性
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
が
ん

令和2年度から当院乳腺外科の主任部長となり、
日々外来診療や手術等に尽力しています。入院診
療では、女性特有の疾患にも配慮しケアができるよ
う、女性病棟も活用しながら患者さんにより良い医
療を提供しています。

齋村 道代

北九州市立医療センター
外科  主任部長

さいむら　みちよ

齋村 道代

P R O F I L E

［専門医等］ 日本乳癌学会専門医・指導医
 日本外科学会専門医・指導医
 日本癌治療認定医機構がん治療認定医 など
［所属学会］ 日本外科学会、日本乳癌学会、
 日本癌治療学会、日本臨床腫瘍学会 など
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続
発
性
上
肢
リ
ン
パ
浮
腫
に
対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス

レ
ベ
ル
の
高
い
治
療
法
方
法
に
は
、
弾
性
着
衣
装
着

に
よ
る
圧
迫
療
法
と
運
動
療
法
が
あ
り
ま
す
。
外
来

で
は
、
ス
リ
ー
ブ
や
グ
ロ
ー
ブ
と
い
っ
た
弾
性
着
衣

装
着
指
示
書
を
作
成
し
、
日
常
生
活
時
に
着
用
し
て

も
ら
い
ま
す
。
ま
た
日
常
生
活
指
導
と
し
て
ス
キ
ン
ケ

ア
や
患
肢
挙
上
、
生
活
リ
ス
ク
管
理
な
ど
の
セ
ル
フ

ケ
ア
指
導
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
治
療
の
組
み
合
わ

せ
を
複
合
的
治
療
と
い
い
ま
す
。

　

複
合
的
治
療
を
行
っ
て
い
て
も
治
療
効
果
が
得
ら

れ
な
い
、
蜂
窩
織
炎
を
繰
り
返
す
な
ど
の
場
合
に
、

リ
ン
パ
管
細
静
脈
吻
合
術
を
十
分
な
患
者
理
解
を
得

た
う
え
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
リ
ン
パ
浮
腫
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
2
0
1
8
年
版　

推
奨
）
手
術
を
行
っ
て

も
治
療
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
手

術
後
も
引
き
続
き
弾
性
着
衣
の
着
用
な
ど
の
複
合
的

治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
リ
ン
パ
管
細
静
脈
吻
合
を
手
背
部
、

前
腕
、上
腕
の
３
〜
4
ヶ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

2
泊
3
日
の
入
院
期
間
で
の
全
身
麻
酔
手
術
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

上
肢
リ
ン
パ
浮
腫
に
つ
い
て

放射線技術課
マンモグラフィ

臨床検査技術課
乳房超音波検査

兵藤 伊久夫
外科（形成外科） 医師

ひょうどう いくお

T
O

P
IC

S

顕
微
鏡
下
に
リ
ン
パ
管
と
静
脈
を
吻
合
し
ま
す
。

う
っ
滞
し
た
リ
ン
パ
液
を
静
脈
に
流
す
こ
と
で

浮
腫
が
改
善
し
ま
す
。

術前 術後

T H E M E

リンパ管細静脈吻合術

乳
が
ん
リ
ン
パ
節
郭
清
術
後
に
リ
ン

パ
浮
腫
が
起
こ
り
、
腕
が
腫
れ
た
り
、

痛
み
や
動
か
し
に
く
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
主
治
医
の
判
断
に
よ
り
、

リ
ン
パ
浮
腫
ケ
ア
や
形
成
外
科
で
の

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乳房超音波検査の様子

マンモグラフィ検査の様子
（乳房は練習用の人形です）

　
精
密
検
査
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
基
本
撮

影
と
追
加
撮
影
を
行
い
ま
す
。

①
基
本
撮
影

　
内
外
斜
位
方
向（
乳
房
に
対
し
て
斜
め
）と

頭
尾
方
向（
上
下
）の
２
方
向
で
撮
影
し
、
全

体
像
を
把
握
し
ま
す
。
安
定
し
た
診
断
し
や
す

い
全
体
像
が
、
検
査
全
体
の
質
へ
繋
が
り
ま
す
。

乳
腺
は
重
な
り
が
あ
る
た
め
圧
迫
し
て
撮
影
し

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
状
態
に
あ
わ
せ
、
適
切
な

圧
迫
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
追
加
撮
影

　
局
所
圧
迫
や
拡
大
撮
影
で
、
所
見
の
再
現
性

や
性
状
確
認
を
行
い
ま
す
。
病
態
を
最
大
限
に

描
出
で
き
る
向
き
や
方
法
を
選
択
し
ま
す
。

　
乳
房
超
音
波
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
精
密
検

査
に
お
い
て
先
導
係
で
す
。
検
査
の
結
果
、
患

者
さ
ん
は「
地
域
の
検
診
へ
戻
る
」「
経
過
観
察
」

「
別
の
画
像
検
査
」「
細
胞
・
組
織
検
査
」「
治
療
」

な
ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
。
私
た
ち
放

射
線
技
師
は
、
超
音
波
検
査
へ
、
他
検
査
へ
、

診
断
さ
れ
る
先
生
方
へ
、
適
切
な
バ
ト
ン
が
渡

せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
乳
房
超
音
波
検
査
は
、
検
診
施

設
や
開
業
医
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の

精
密
検
査
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
腫
瘤

の
有
無
は
も
ち
ろ
ん
、
良
悪
性
を
含
め
た
組

織
型
推
定
や
、
乳
管
内
進
展
・
リ
ン
パ
節
転

移
の
評
価
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
超

音
波
は
痛
み
や
被
曝
が
無
い
た
め
、
繰
り
返

し
の
検
査
が
可
能
で
あ
り
、
術
前
化
学
療
法

の
治
療
効
果
判
定
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
検
査
は
す
べ
て
女
性
技
師
が
担
当
し
、

全
員
が
日
本
超
音
波
医
学
会
認
定
の
超
音

波
検
査
士
で
す
。
常
に
組
織
像
を
念
頭
に

お
い
た
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
他
検
査
や

臨
床
所
見
と
組
織
レ
ベ
ル
で
整
合
性
を
考

慮
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
精
度
の

高
い
診
断
へ
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
達
技
師
は
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し

て
、
乳
が
ん
の
診
断
・
治
療
に
貢
献
出
来

る
よ
う
、
日
々
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
加
え
、

定
期
的
に
研
修
会
や
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
行
い
、
さ
ら
な
る
技
術
向
上
を
目
指
し

研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

マンモグラフィ・
乳房超音波検査
各課スタッフ
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子
ど
も
の
肥
満
に
は
い
く

つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

原
因
は
ジ
ュ
ー
ス
・
ア
イ

ス
・
砂
糖
の
取
り
過
ぎ
が
多

く
、
そ
れ
を
減
ら
す
コ
ツ
が

分
か
る
と
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
改
善
し
ま
す
。
ま

た
、
成
長
期
の
た
め
標
準
カ

ロ
リ
ー
を
食
べ
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
脂
肪
燃
焼
に
必

要
な
筋
肉
が
増
え
や
す
い
の

で
、
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
代
謝
を

上
げ
て
脂
肪
が
ど
ん
ど
ん

燃
え
て
い
き
ま
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
はYouTube
な

ど
で
人
気
の
ダ
ン
ス
動
画
を

参
考
に
す
る
こ
と
も
良
い
か

と
思
い
ま
す
。

肥
満
は
治
療
し
な
い
ま

ま
だ
と
、
容
姿
が
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
に
な
る
こ
と
や
、

将
来
の
生
活
習
慣
病（
糖
尿

病
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な

ど
）も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
肥
満
は
ど
こ

に
相
談
し
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
科
で
は
小
児
肥

満
の
治
療
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
検
査
・
栄
養
指
導
・

運
動
指
導
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
ま
す
。

　
治
療
の
ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、か
か
り
つ
け
の
先

生
へ
ご
相
談
の
上
で
の
受
診

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、地
域
の
肥
満
、

高
度
肥
満
に
対
す
る
専
門

的
治
療
を
行
う
た
め
、
肥
満

診
療
チ
ー
ム
が
で
き
ま
し

た
。
肥
満
、
高
度
肥
満
の
病

態
診
断
や
合
併
症
の
評
価

を
行
い
、
継
続
し
た
肥
満
専

門
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
我
が
国
で
は
、
肥
満
は

2
3
0
0
万
人
、
B
M
I
が

35
以
上
の
高
度
肥
満
は
約

60
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
肥
満
に
起
因
、
関
連
す

る
健
康
障
害
と
し
て
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
症
、
冠
動
脈
疾

患
、
脳
血
管
障
害
、
月
経
異

常
、
変
形
性
関
節
症
、
肥
満

関
連
腎
症
な
ど
が
あ
り
、
高

度
肥
満
で
は
健
康
障
害
リ
ス

ク
が
高
ま
る
た
め
、
早
期
の

減
量
が
重
要
で
す
。

　

肥
満
は
、
多
数
の
遺
伝

因
子（
い
わ
ゆ
る
体
質
）や
、

個
々
の
社
会
環
境
因
子
が

関
係
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

我
が
国
で
は
、
欧
米
と
比
べ

て
、
肥
満
治
療
薬
の
使
用
が

限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
食

事
療
法
、
運
動
療
法
の
継
続

が
基
本
と
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、
医
師
、
看
護
師
、
管

理
栄
養
士
、
運
動
療
養
士
を

中
心
と
し
た
、
専
門
チ
ー
ム

に
よ
り
診
療
を
行
う
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
肥
満
、
高
度
肥
満
の
方
に

外
来
診
療
を
行
い
、
減
量
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
入
院

治
療
も
検
討
し
ま
す
。
減
量

に
成
功
し
て
も
、リ
バ
ウ
ン

ド
を
き
た
す
こ
と
が
多
い
た

め
、
治
療
の
継
続
が
必
要
で

す
。
当
院
の
肥
満
治
療
専
門

チ
ー
ム
と
近
隣
の
先
生
と
の

連
携
を
行
い
な
が
ら
、
肥
満

診
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

統括部長 ごあいさつ

肥満診療チーム
内
分
泌
・
代
謝
糖
尿
病
内
科

足
立
雅
広

あ
だ
ち
　
ま
さ
ひ
ろ

お
の
え
　
や
す
ひ
ろ

子
ど
も
さ
ん
の
肥
満
を
治
療
し
ま
せ
ん
か
？

小
児
科

尾
上
泰
弘

沼口 宏太郎
循環器内科

ぬまぐち　こうたろう

救急災害を担当させてい
ただきます。コロナ禍の
中、感染症指定医療機関
の役割を果たす一方で、
地域医療支援病院として
救急医療への務めも重要
と考えます。救急科医師
を中心に、少しでも多くの
患者さんのお役に立てる
よう努めてまいります。

濵武 基陽
呼吸器外科

はまたけ　もとはる

専門の呼吸器外科は、肺
がん手術の安全性や根治
性のさらなる向上、身体
への負担軽減、術後の生
活の質の向上をすすめま
す。コロナ禍でも院内外
の皆さまのお役に立てる
よう努力してまいりますの
で、どうぞよろしくお願い
いたします。

西坂 浩明
内　科

にしさか　ひろあき

働き方改革を担当、2024
年から始まる勤務医に対
する新たな時間外労働規
制への準備等を行ってお
ります。担当する膠原病
内科は患者さんが多い診
療科ですが、スタッフのた
め、ひいては安全な診療
につなげるため努力して
参ります。

田宮 貞史
病理診断科

たみや　さだふみ

専門技師等の多職種が
所属する診療支援部を担
当しています。また、情報
システム関連、がんゲノム
診療関連の委員会に参加
しています。診療の様々な
場面で滞りなくサービス
を提供できるような環境
づくりを目指します。

阿南 敬生
外　科

あなん　けいせい

薬事委員会、医の倫理委員会、院
内がん登録専門部会等の任務を仰
せつかっております。専門は乳がん
ですが、当院のすべてのがん診療
で、患者さんが安心できる質の高い
診療が継続的に提供できますよう
努力いたします。

長谷川 周二
泌尿器科

はせがわ　しゅうじ

1997年に当院に赴任し、25年が
経過しました。泌尿器科主任部長
を経て、2019年から統括部長を務
めています。がん治療に関しては、
手術や抗がん剤など、様々な進歩を
遂げていますが、市民の皆さまの期
待に添えるよう、質の高い診療の提
供を目指していきたいと思います。

髙島  健
産婦人科

たかしま　たけし

保険診療委員会や広報委員会、省
エネルギー・環境美化推進委員会
を担当しています。総合周産期母子
医療センター長として、北九州市と
近隣地域の妊産褥婦と新生児に対
する、より安心で安全な医療を目指
してまいります。

統括部長 ごあ

写真左から／長谷川、西坂、濵武、阿南、髙島、沼口、田宮
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令
和
4
年
度
の
診
療
報
酬（
※
）改

定
で
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
強
化
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
は
そ
の
機
能

に
応
じ
て
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
役
割
を
果
た
し
、
患
者
さ
ん
は「
か

か
り
つ
け
医
」を
持
つ
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
」と
は
患
者
さ
ん

が
身
近
で
気
軽
に
日
常
的
な
治
療
お

よ
び
健
康
管
理
を
相
談
で
き
る
お
医

者
さ
ん
で
す
。
万
が
一
、
専
門
的
な
検

査
や
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
も
、

症
状
に
適
し
た
専
門
医
療
機
関
を
紹

※
診
療
報
酬
と
は
、
医
療
機
関
が
患

者
さ
ん
を
診
療
し
た
と
き
に
受
け
取

る
報
酬
の
こ
と
で
す
。
患
者
さ
ん
３

割
、
保
険
７
割（
年
齢
・
所
得
で
異
な

る
）で
負
担
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
報

酬
は
、
国
が
定
め
る
、
医
療
行
為（
薬

剤
・
医
療
材
料
含
む
）ご
と
に
決
め
ら

れ
た
点
数
を
基
に「
１
点
＝
10
円
」で

計
算
さ
れ
ま
す
。
診
療
報
酬
は
、
時
代

に
よ
っ
て
変
動
す
る
社
会
や
経
済
状

況
に
応
じ
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
改

定
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を「
診
療
報
酬
改

定
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の

医
療
機
能
の
分
担
に
繋
が
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
今
年
10
月
よ
り
、

紹
介
状
な
し
に
大
規
模
病
院
を
受
診

し
た
場
合
の
選
定
療
養
費
を
引
き
上

げ
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
も
治
療
が
落
ち
着
い
た
ら
、

「
か
か
り
つ
け
医
」を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
地
域
の「
か
か
り
つ
け
医
」

と「
当
院
医
師
」で
連
携
を
と
り
な
が

ら
治
療
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

知って得する

かかりつけ医を持ちましょう

選定療養費が変わります

D o c to r  Q u e st i o n

が
ん
遺
伝
子

パ
ネ
ル
検
査

佐藤 栄一
腫瘍内科  主任部長

さとう えいいち

　
ヒ
ト
の
身
体
は
60
兆
個
の
細
胞
で
で
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
細
胞
の
中
に
あ
る
遺
伝
子
は
、ヒ
ト
の
身
体

を
作
る
設
計
図
に
あ
た
り
約
2
万
個
存
在
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
正
常
な
細
胞
に
喫
煙
や
飲
酒
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
が
加
わ
る
と
、
正
常
な
細
胞
を〝
が

ん
細
胞
〞へ
と
変
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
が
ん
細
胞

は
健
康
な
人
に
も
発
生
し
ま
す
が
、ヒ
ト
に
は
身
体

を
守
る
力（
免
疫
機
能
）が
備
わ
っ
て
お
り
、
が
ん
細

胞
を
攻
撃
し
消
滅
さ
せ
ま
す
。
う
ま
く
免
疫
機
能
が

働
か
な
い
と
、
が
ん
細
胞
が
発
生
し
て
攻
撃
し
て
も
消

滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
が
ん
細
胞
は
大
き
な
塊

を
作
り
は
じ
め
ま
す
。

　

正
常
な
細
胞
が
、
が
ん
細
胞
へ
と
変
化
す
る
と
き

に
、
細
胞
の
中
で
は「
遺
伝
子
の
突
然
変
異
」が
起
き

ま
す
。
こ
の
遺
伝
子
の
突
然
変
異
に
関
連
す
る
遺
伝

子
を〝
が
ん
遺
伝
子
〞と
言
い
ま
す
。

　

昨
今
、こ
の
が
ん
遺
伝
子
を
が
ん
の
種
類
に
関
係

な
く
一
度
に
多
量
に
調
べ
る
こ
と
で
、
効
果
が
期
待
で

き
る
治
療
薬
を
見
つ
け
る
検
査
が
出
来
ま
し
た
。こ

れ
を「
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」と
言
い
ま
す
。
手

術
や
内
視
鏡
検
査
で
採
取
さ
れ
た
細
胞
を
特
殊
な
解

析
装
置
を
用
い
、一
度
に
数
十
〜
数
百
種
類
の
遺
伝

子
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
2
0
1
9
年
7
月

か
ら
日
本
で
も
保
険
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
が
限
ら
れ
、
ま
た
、

遺
伝
子
異
常
が
見
つ
か
っ
て
も
治
療
に
結
び
つ
か
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
抗
が
ん
治
療
の
歴
史

を
塗
り
替
え
る
検
査
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

外来受診の流れ

地域の医療機関から患者さんのご紹介

患者さんが外来受診

がん遺伝子パネル検査申込み

検査結果受領

専門家による症例検討（エキスパートパネル）

患者さんへ検査結果説明

北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

2022年10月1日施行

【初診時選定療養費】
他の医療機関からの紹介状なしで本院を初診で受
診した患者さんの場合 （医師が医学的に初診と判断
した場合を含む） 

医科 5,500 円⇒7,700 円（税込）

【再診時選定療養費】
当院から他の医療機関に対して文書による紹介を申
し出たが、患者さんの希望により引き続き当院を受
診された場合

医科 2,750 円⇒3,300 円（税込）

正常細胞

がん細胞

遺伝子の変化
によってがん化
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「川上胃腸科医院」、「たじり整形外科・
胃腸科医院」を経て私で3代目となるク
リニックです。内科、消化器内視鏡診療
をはじめ、肝臓専門医として昨今の生
活習慣病、肝臓病を主軸とした専門外
来のニーズに応えていきたいと考えてい
ます。

診療科目 診療時間

たじり消化器・肝臓内科クリニック
福岡県京都郡苅田町神田町三丁目3番25号
TEL 093-436-0138

当院について
内科・消化器科・肝臓病外来をはじめ、
あらゆるニーズに応えることが出来るよ
うに日々努力してまいります。『気軽に
相談できる先生を見つけたい』そんな願
いに沿うような医療の提供を目指してい
ます。

地域の方、患者さんへのメッセージ

当院について 地域の方、患者さんへのメッセージ
築上郡吉富町に、先代である父が開
院した病院を2011年に私が継承、翌
2012年に今の地へ移転いたしました。
内科全般の診療はもちろん、培ってきた
内視鏡の技術を生かし、おなかの中か
らも患者さんの健康を支える、そんな病
院を目指しております。

昭和50年代に父がここ吉富町に開院し
てから40年以上が経ちました。偏に皆
様の支えがあってのことと思います。こ
れからも患者さんに寄り添う診療をモッ
トーに地域に根付いた、親しみやすい
病院として皆さまの力になれればと思い
ます。

　
2
0
0
3
年
4
月
に
当
時
の
N
T
T
西
日
本
北
九

州
病
院
を
譲
り
受
け
、社
会
医
療
法
人
北
九
州
病
院
の

8
番
目
の
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、現
在
で
は
入
院

病
床
1
8
0
床
、人
間
ド
ッ
ク
ご
利
用
の
皆
さ
ま
の
宿

泊
用
と
し
て
完
全
個
室
17
床
を
持
つ
病
院
と
し
て
、地

域
医
療
・
福
祉
の
発
展
、健
康
管
理
・
健
康
増
進
に
努

め
て
い
ま
す
。小
倉
北
区
の
都
心
部
と
門
司
地
区
の
中

間
に
位
置
す
る
私
ど
も
の
病
院
は
、都
心
部
へ
向
か
う

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
方
は
も
と
よ
り
、近
隣
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
こ
と
を
目
標
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

当
院
に
つ
い
て

地
域
の
方
、患
者
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
病
棟
か
ら
は
、関
門
海
峡
や
響
灘
が
一
望
で
き
る
絶

景
な
場
所
に
あ
り
、内
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を

中
心
に
、健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
に
も
力
を
注
い
で

お
り
、2
0
2
1
年
4
月
に
は
人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設

機
能
評
価
V
e
r
・
4
更
新
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、長
年
に
渡
り
患
者
の
症
状
に
あ
わ
せ
た
栄
養
サ

ポ
ー
ト
の
実
践
と
推
進
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

ら
れ
、「
令
和
3
年
度
栄
養
関
係
功
労
者
福
岡
県
知
事

表
彰（
特
定
給
食
施
設
部
門
）
」を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
急
性
期
医
療
機
関
や
医
療
介
護
施

設
、診
療
所
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
、住
民
の
皆
様
が

安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
、全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
良
質
な
医
療
・
看
護
・
介
護
の
提
供
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
い
て
お

り
ま
す
。当
院
で
も
感
染
対
策
に
は
細
心
の
注
意
を
払

い
、感
染
か
ら
守
る
た
め
に
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

院長 田尻 博敬 先生

院長
𠮷田 智治 先生

● 消化器内科
● 内科
● 整形外科
● 放射線科
● リハビリテーション科

月 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ● ─

● ● ● ● ● ─ ─

8：30～13：00

14：00～17：30

※ ※ ※

※胃カメラ・大腸カメラ・大腸ポリープ切除（日帰り可）

診療科目

受付時間

社会医療法人北九州病院

北九州小倉病院
北九州市小倉北区上富野3丁目19-1
TEL 093-511-7381

● 内科
● リハビリテーション科

● 消化器内科
● 人間ドック

● 循環器内科
● 健康診断

月 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ─ ─
● ● ● ● ● ─ ─

8：30～11：00

13：00～16：00

※土・日・祝は終日休診となります。  ※新患の方は午後3時までにお越しください。

診療科目 診療時間

唐原内科クリニック
福岡県築上郡吉富町大字広津295番地5
TEL 0979-22-0782

院長 唐原 健 先生

● 胃腸内科
● 内視鏡内科
● 消化器内科
● 内科

月 火 水 木 金 土 日
● ● ● ─ ● ─ ─

─ ─ ─ ● ─ ● ─

9：00～18：00

9：00～13：00

業務内容
●入院説明
●持参薬管理
●術前検査説明
●栄養管理
●リハビリ相談
●周術期口腔機能管理  など

たじり　ひろたか

とうばる　たけし

よしだ　ともはる

　患者支援センター入退院支援室では入院決定時から早
期に患者さんやご家族と関わり、退院に向けて安心して療
養生活が送れるよう支援しています。
　患者支援センターのメンバーは、医師、歯科医師、看護
師、専任の薬剤師、社会福祉士、管理栄養士、リハビリテー

ションスタッフ、事務職員など多職種で構成しています。
　多方面から患者さんの病状を評価し、退院後も安心して
静養できるよう支援したいと思います。
　2022年2月に相談ブースを増設し、一人でも多くの患
者さんと関われる体制づくりに取り組んでいます。

［ お問合せ先 ］  TEL 093-541-1831（代表）　内線：2187


